
               要望 
 
  太陽光パネル発電所設置後の景観整備、回復を積極的に進めていただく件 
                                     ２０１８年１０月２４日 
嬬恋村 村長    熊 川  栄 殿 
嬬恋村 村議会議長 滝沢 俶明 殿 
（写し 群馬県総務部吾妻振興局 中之条土木事務所長 殿） 
                             プリンスランド・オーナーズ会 
                                    会長 村上奉文 
 
２０１６年５月、別荘地景観地区であるプリンスランド正面入り口隣接地における太陽光発電所
建設計画が明らかになり、我々は近隣住民と共に反対意思を表明した。 
・太陽光発電所規制を求める請願書（近隣住民代表者名、２０１６年５月２７日） 
・太陽光発電所建設に反対する意見書（オーナーズ会会長名、２０１６年７月１１日） 
・反対署名簿（１，３２４名署名、２０１６年９月６日） 
・陳述書（会長名、他に会員３名個人名、２０１７年６月１０日） 
・村の説明を求める抗議書（会長名、２０１８年２月１４日） 
 
しかしながら村の対応を尻目に手慣れた業者による太陽光発電所建設は実現し、熊川村長が会長
を務める「日本ロマンチック街道協会」、「日本風景街道コミュニティー自治体連絡会」、更には
「浅間・白根・志賀さわやか街道」の趣旨を棄損する景観を晒すことになった。毎年、天皇陛下、
皇后陛下がお通りになる街道である。 
 
太陽光パネルの無機質な景観が嬬恋村の随所でも見受けられる。嬬恋村という景観地における景
観破壊は嬬恋村の観光地、別荘地としての評価を著しく下げたことは来訪者の感想から明白な事
実である。村としては早急に今後の対策を検討し二度と景観破壊が行われないよう政策を進めて
いただきたい。当面の要望は以下のとおり。 
 
                    記 
１．景観地における太陽光発電所建設に関しては、村による業者への強い規制と指導を求める。 
２．今般の業者に対しては植樹等による景観回復を強く指導し、実現されたい。 
３．万一業者の対応がない場合は村の主導で景観回復をした後に建設業者に求償さ                          
ああれたい。 
４．村の方針、対応策、経緯等については住民に対して説明責任を果たされたい。 
 
今後も同様事案の現出が危惧されるので、その対応については村長、村当局、村議会が強い指導
力を発揮するとともに住民への説明責任を確実に果たすことを強く要望する。                                
 
                                      以上 



 


